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発 表 論 文 Study on Measuring Method of Thrombolyses for Wire Type Stirrer

(血栓溶解用ワイヤ型攪拌器の診断方法に関する研究)

概 要：

本研究は日本，アメリカ，欧州を初めとする先進国において死亡原因の上位に挙げられる血栓症の治療／

診断に関するものであるため，人間の生体と治療デバイスである機械の調和が重要である。今回の研究結果

はその治療デバイスを用いた診断方法の提案である。本国際会議は信号処理の学会であり，特に生体信号処

理等の応用研究に関する発表が多く寄せられ，信号処理理論，応用の観点から多くの発表が寄せられた。

本研究は生体信号処理に関する研究であるが，申請者は機械設計を専門としているため，分野の違う今回

の会議での多くの研究者との討論は非常に大きな意味があったと考えている。申請者の研究している治療デ

バイスはデバイス周囲の血液の流れを計測することで治療状況を判断するものである。しかしながら，生体

内の流れは一定ではなく複雑に変化するため，デバイスの境界条件は常に変化する。本計測手法はこの境界

条件の変化も敏感に計測してしまうため，境界条件の影響と治療状況の影響を分離する必要がある。申請者

の本研究発表によりこれらの影響を分離する基礎理論が提示された。これはその他の生体計測分野に応用す

ることもできる大きな成果であったと言える。また，申請者は会場に近接するアルジェリアの National

Polytechnic School 大学へ訪問し組込みシステム分野において活発に活動されている Omar Stihi先生，信号処

理分野において活躍されているMourad Adnane先生と研究室間の交流を行うことで，今後の研究教育活動の

為の情報収集及び共同研究に繋がる活発な議論ができたと考えている。本助成事業による国際会議への参加

と大学訪問により，アルジェリアは勿論フランス，イギリスなど欧州の研究者やカナダ，オーストラリアな

ど様々な国の研究者と議論や交流を行うことで国際的なネットワークの形成に貢献した。
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研 究 集 会 名
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3rd INCF Congress of Neuroinformatics : Neuroinformatics 2010 及び Neuro 2010

平成 22 年 8 月 28 日〜平成 22 年 9 月 2 日

兵庫県神戸市中央区 神戸国際会議場

被 招 聘 者 David Van Essen, Edison Professor of Neurobiology and Department Head, Washington

University School of Medicine

概 要：

この度開催された，INCF Congress (Neuro 2010と共催) は，Neuroinformatics (NI) 研究の盛んな米国・

ヨーロッパを離れてアジアにおいて初めて日本で開かれたもので，アジア地域に於ける NI 研究の啓蒙と普及

を狙っております。北米神経科学学会 (Society for Neuroscience) の前会長で脳・神経科学において著名な

実績を上げ，NI の発展と普及に尽力されている David Van Essen 教授を招聘して開催出来た事は，日本がア

ジア地域に於いて先導的役割を果たした，非常に意義深いことでありました。

尚，INCF Congress 3 日目の午後には INCF 日本ノード主催の特別シンポジウムを開催し，David Van

Essen 教授に“An informatics perspective on cerebral cortical connectivity and function”と題した基調講演をお

願い出来たこと，また，INCF Congressに引続いて開催された Neuro 2010では，大会初日の午前中に INCF

Co-hosting Symposium “Hierarchical data-oriented neuroscience”を開催した事は，欧米に遅れを取っている我

が国はもとより，アジア地域における研究者へ NI の理解と活用を促す有意義な機会となり，人間と機械の調

和の促進を目指す脳・神経科学分野の研究発展を促す絶好の場で有ったと確信しております。

INCF Congressには 19ヶ国から 227 名 (内日本国内から 118 名) の参加があり，活発な討議が行なわれま

した。また，Neuro 2010で開催した INCF Co-hosting Symposiumは，大会初日の早朝開催にも拘わらず 150

名程の参加が有りました。

この度の会議に参加された多くの方々から，非常に有意義で良い会議であったとの好評をいただきました。
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